
　令和７年８月３日(日)、「行ける高校ではなく行�

きたい高校に！」をテーマに、第１９回江東区内都�

立高校紹介をティアラこうとう大ホールで開催�

しました。猛暑にもかかわらず、中学生と保護�

者を中心に多くの方にご来場いただき、会場は�

熱気に包まれました。

　当日は来賓として、大久保江東区長、本多江東�

区教育長にご臨席いただき、科学技術高等学校�

の生徒による研究発表と、第三商業高等学校の�

バトントワリング部による華やかなオープニング�

パフォーマンスで幕を開けました。

　その後、江東区内の都立高校８校による発表が行わ�

れ、各校の生徒が、授業や部活動の様子や文化祭や体�

育祭といった行事、進路状況を、大型スクリーンに映し�

出される学校紹介動画や写真、在校生へのインタビュー�

など工夫を凝らした方法で、熱意を持って紹介してい�

きました。来場者も、各校の発表に真剣に耳を傾けて�

いました。�

　最後に行われた質問コーナーでは、各校の代表生徒�

がそれぞれの質問に答えていきました。各校の特色の�

ある回答に対して、会場が大いに盛り上がりました。

　今回の開催が、ご参加いただいた皆さんの「行きたい�

高校」を見つける一助になれば幸いです。



　地域で日頃からボランティア活動に取り組んでいる方々が、小中学校�

や地域の推薦を受けて青少年委員として活動しています。行事が重なる�

こともありますが、「今回は私が行くね」と声をかけ合い、協力しながら�

参加しています。砂町地区では、「清く 正しく 美しく」をモットーに、�

こどもたちの手本となるよう努め、自分たちも楽しみながら取り組んで�

います。





　亀戸地区では、７月に亀戸はねかめ祭りをお手伝い�

しました。８月には４者懇談会を開催して亀戸地区の�

小中学校８校から校長先生・副校長先生・ＰＴＡ会長�

を招き、普段なかなか話ができない先生や会長たち�

と懇親を深めて、今後の活動に繋がる会になりまし�

た。９月には青少年委員会ＯＢ会開催、１０月には亀�

リンピック２０２５(スーパードッジボール)の運営に携�

わります。今後も亀戸地区５人で仲良く楽しく協力�

しあって、学校や地域のパイプ役として活動を続け�

ていきたいと思います。

　今年度も、ジュニアリーダー宿泊キャンプが千葉県�

船橋市大神保青少年キャンプ場にて行われました。�

上級研修会宿泊キャンプは、令和７年７月５日(土)～�

６日(日)に１９名が、翌週の中級講習会宿泊キャンプ�

は、７月１２日(土)～１３日(日)に５４名が参加しました。

　今回は、例年に比べ中級生の人数が多いため、２班�

編成でプログラムを進めるという初めての試みで行�

いました。私たち青少年委員は、江東区青少年課、江�

東区少年団体連絡協議会と連携し、炊事や安全管理�

などのサポートを行いました。

　中級講習会宿泊キャンプは、１年目のジュニアリー�

ダーが事前に何度も研修を重ねてスタッフとして臨�

みました。中級生のサポートをしたり、キャンプファ�

イヤーでゲームの進行を行ったり、自分たちが研修で�

学んだことを、中級生たちに教えました。思ったよう�

に伝えることができず、悔しい気持ちになることも�

ありましたが中級生の笑顔にも励まされ、ジュニア�

リーダーとしての役割を担っていきました。いろいろ�

な経験を重ねることが、今後の活動につながっていく�

と思います。青少年委員は、彼らが成長していく姿�

を、これからも見守っていきます。


